
全
国
各
地
で
派
遣
や
期
間
工

な
ど
非
正
規
労
働
者
の
大
量
解

雇
が
次
々
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
磯
原
・
中
郷
の
両

工
業
団
地
で
は
、
年
明
け
早
々
、

派
遣
社
員
の
解
雇
が
噂
さ
れ
る

な
ど
深
刻
な
事
態
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
田
明
市
議
の
も

と
に
は
「
定
年
ま
で
２
年
残
し

て
い
る
の
に
解
雇
さ
れ
た
」「
１

月
中
に
も
派
遣
は
、
い
っ
せ
い

に
解
雇
さ
れ
る
」「
今
後
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
が
昨
年

末
か
ら
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
、「
主
人
は
う
つ
病

に
な
り
通
院
中
で
す
。
貯
金
の

取
崩
し
で
や
っ
と
生
活
し
て
い

ま
す
」「
景
気
が
悪
く
残
業
代
も

な
く
な
り
給
料
も
減
少
。
暮
ら

し
て
い
け
な
い
」「
年
金
は
少
な

く
、
負
担
は
多
い
。
本
当
に
年

金
者
泣
か
せ
で
す
」「
諸
物
価
の

値
上
げ
と
諸
税
が
高
い
。
特
に

国
民
健
康
保
険
料
が
高
過
ぎ
る
」

と
切
実
な
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
「
文

字
ど
お
り
市
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を
つ

く
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
も
各
地
域
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
中
で
す
。

返
信
用
封
筒
も
つ
い
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
回
答
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

急
激
な
雇
用
情
勢
の
悪
化
を

受
け
て
、
北
茨
城
市
で
は
、
新

年
の
１
月
８
日
か
ら
、
緊
急
雇

用
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

解
雇
な
ど
に
よ
っ
て
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者

（
派
遣
労
働
者
・
期
間
従
業
員
な

ど
）
の
方
々
を
対
象
と
し
た
も

の
で
す
。

「
雇
用
そ
の
他
で
困
る
事
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
。
市
役
所
１
階
市
民

課
窓
口
に
直
接
行
く
か
、
ま
た

は
電
話(

43)

１
１
１
１
ま
で
。

お
問
合
せ
先
は
、
市
民
課
の
広

報
広
聴
係
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
庁
舎
内

で
は
月
一
回
、
い
ば
ら
き
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
の
出
張
相
談
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
第

３
火
曜
日
、
10
時
～
15
時(

昼
休

み
１
時
間
を
除
く
）
で
す
。
こ

の
年
末
に
は
、
そ
れ
ま
で
月
に

数
人
だ
っ
た
利
用
者
が
、
一
気

に
増
え
て
30
～
40
人
か
ら
の
相

談
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
現
在
、
市
役
所
内
部

で
は
、
臨
時
雇
用
の
枠
を
つ
く

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

２００９年１月１１日 北 茨 城 民 報 第0902号( 1 )

本紙はインターネットでも ご覧いただけます。 http://www.jcp-ktib.com/ 北茨城民報で検索できます。

日本共産党市議団は、１月１日、

宣伝カーで市内を一巡し、街頭から

「雇用不安、経営危機が進行してい

ます。いま政治が役割をはたさなけ

ればなりません。国民の反撃も始まっ

ています。日本共産党はその先頭に

立ち、国政でも市政でも“国民が主

人公”をつらぬいてがんばります」

と訴えました。

１月２日の夜明け前、上り普通列車で東京の「派遣村」に

向かう中郷町のＭさん。支援物資を詰めた大きなリュックに

は「貧困は政害だ」と怒る手作りプレートも。

(磯原駅西、１月４日)


